
令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
総
務
省
告
示
第
二
十
六
号

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
と
な
る
べ
き
者
の
選
定
の
手
続
に
つ
い
て
、公
職
選
挙
法（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

林

芳
正

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名

称

本
部
の
所
在
地

代
表
者

の
氏
名

候
補
者
と
な

る
べ
き
者
の

選
定
を
行
う

機
関
の
名
称

当
該
機
関
の

構
成
員
の
選

出
方
法

候
補
者
と
な

る
べ
き
者
の

選
定
の
手
続

令
和
八
年
一
月

十
六
日

中
道
改
革
連
合

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
一

一

一

一

山
井

和
則

常
任
幹
事
会

両
院
議
員
総

会
に
よ
る
承

認
及
び
選
出

選
挙
対
策
委

員
長
が
発
議

し
、
常
任
幹

事
会
が
決
定

〇
総
務
省
告
示
第
二
十
七
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
衆
議
院
名
簿
登
載
者
の
選
定
の
手
続
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

林

芳
正

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名

称

本
部
の
所
在
地

代
表
者

の
氏
名

衆
議
院
名
簿

登
載
者
の
選

定
を
行
う
機

関
の
名
称

当
該
機
関
の

構
成
員
の
選

出
方
法

衆
議
院
名
簿

登
載
者
の
選

定
の
手
続

令
和
八
年
一
月

十
六
日

中
道
改
革
連
合

東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
一

一

一

一

山
井

和
則

常
任
幹
事
会

両
院
議
員
総

会
に
よ
る
承

認
及
び
選
出

選
挙
対
策
委

員
長
が
発
議

し
、
常
任
幹

事
会
が
決
定

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
二
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
名
称
及
び
略
称
の
届
出
を
し
た
次
の
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
に
つ

い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
法
第
八
十
六
条

の
二
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
八
十
六
条
の
六
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

古
屋

正
隆

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

令
和
七
年
八
月
一
日

み
ん
な
で
つ
く

る
党と

う

み
ん
つ
く

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
九

六

十

全
ビ
ル
四
〇
五

大
津

彩
香

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
三
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

古
屋

正
隆

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

令
和
七
年
八
月
一
日

チ
ー
ム
み
ら
い

み
ら
い

東
京
都
港
区
南
麻
布
二
丁
目
八
番
二
一
号
Ｓ
Ｎ

Ｕ
Ｇ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｕ
三
〇
三

安
野

貴
博

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
四
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
令
和
七
年
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
三
号
（
衆
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
件
）
の
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

古
屋

正
隆

異
動
の
届
出

年
月
日

異
動
の
届
出
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

令
和
七
年
十
月

九
日

自
由
民
主
党

じ

ゆ
う
み
ん
し
ゆ
と
う

代
表
者
の
氏
名

高
市

早
苗

石
破

茂

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
五
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
令
和
八
年
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
三
号
（
衆
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
件
）
の
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

古
屋

正
隆

異
動
の
届
出

年
月
日

異
動
の
届
出
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

令
和
七
年
十
月

三
十
日

チ
ー
ム
み
ら
い

本
部
の
所
在
地

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目

二
一
番
五
号

東
京
都
港
区
南
麻
布
二
丁

目
八
番
二
一
号
Ｓ
Ｎ
Ｕ
Ｇ

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｂ
Ｕ
三
〇
三

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
六
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略
称
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
六
条
の
六
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

古
屋

正
隆

届
出
年
月
日

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称

略

称

本

部

の

所

在

地

代
表
者

の
氏
名

令
和
八
年
一
月
十
六

日

中ち
ゆ
う

道ど
う

改か
い

革か
く

連れ
ん

合ご
う

中ち
ゆ
う

道ど
う

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一

一
一

一

山
井

和
則

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
二
号

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百

二
十
五
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算

定
等
に
関
す
る
政
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に

お
け
る
基
礎
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
前
期
高
齢
者
交
付

金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
令
和
六
年
度
及
び
令
和
七
年
度
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
（
令
和
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二

十
七
号
）
は
、
同
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

令
和
八
年
一
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
お
け
る
基
礎
財
政
安
定
化
基
金
拠
出

率

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
令
和
八
年
度
及
び
令
和
九
年
度
に
お
け
る
基
礎
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
は
、
十
万

分
の
三
十
八
と
す
る
。
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